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ノート
3～4GHz帯へのIMT-Advancedシステム導入に向けて，周波数有効利用に資するための周波数共用技術に関する技術的調査を行うため，総務省技術試験事務として「次世代移動通信システムの周波数共用技術」に関する調査検討会が設置された．ドコモは，2006年度から2009年度にかけて，この調査検討会に参加し，干渉検討用伝搬モデルや干渉緩和技術による効果の検証などを通して積極的に貢献を行ってきた．
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